
こんな
ことできます！

哲学対話の手法を
用いたファシリテー
ションや人材育成

夢
異質な他者どうしが
共存できる平和で民主的な
社会を再生したい！

人間発達文化学類

小 野 原　 雅 夫
ONOHARA Masao

教授　文学修士

研究室 URL
https://www.ad.ipc.fukushima-u.
ac.jp/~p030/
http://blog.goo.ne.jp/
masaoonohara

専門分野

倫理学、哲学、政治哲学

専門は18 世紀ドイツの哲学者イ
マヌエル・カントの倫理学、政
治哲学、教育学等を含む実践
哲学体系の研究です。カントは、

価値観を異にする自由な者どうしが互いの人
権を尊重し合う平等で民主的な社会を理想
とし、それをグローバルに拡大した「永遠平
和」の樹立を唱えました。現在私は、そうし
た理想を実現するための具体的手段を開発
していこうと、「てつがくカフェ＠ふくしま」を
毎月1 回開催して、多様な価値観をもった一
般市民どうしが対等に語り合う場を提供して
います。小さなお子さんから御年配の方まで、
対話を通して成長したり共生したりするための
お手伝いをいたします。

・「てつがくカフェ＠ふくしま」世話人・ファシリテータ
・福島大学附属小学校2年生「子どものための哲学

ワークショップ」ファシリテータ
・福島県庁「川内村若者ふるさと再生検討会」座長
・須賀川市中学校「人権啓発セミナー」講師

これまでの取組事例

共生システム理工学類
学校、自治体、企業等

想定するパートナー

共生システム理工学類
自由で対等な議論の場づくりとファシリテーション

具体的な連携、事業化のイメージ

特許情報、著書、論文

｢民主主義の危機と哲学的対話の試
み」（2015年）、「理解不能な他者
に寄り添うとは」（2014年）、｢非暴
力の世紀へ ―理想と現実の狭間で
―」（2008年）

お問い合わせ・ご相談

■地域創造支援センター　地域連携課　024-548-8012　　　■研究振興課　TEL 024-548-5248
E-mail　renkei@adb.fukushima-u.ac.jp

地域創造支援センター
（セラ）
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地域社会の諸機関や、市民・自治体と大学との協力や連携の窓口拠点
として、企業の活動と同様に、共同研究、受託研究、奨学寄附金受入、セ
ミナー講師派遣や産学協同の研究会開催などの活動をしております。
また、地域社会の諸機関や自治体と連携しながら、多様なシンポジウ
ム、講座、講演会などを開催しております。中でも、地域創造支援セン
ター主催の「地域活性化フォーラム」は、毎年福島県内の市町村を対象
にして、市町村と協力して地域社会の抱える諸課題について議論し、解
決の糸口を探る取り組みです。

地域・自治体への活動

企業のみなさまと本学の研究者を結びつけ、共同研究や受託研究、奨
学寄附金の受入を通じて本学の研究成果を広く普及させるため活動し
ております。福島大学には様々な研究分野の先生がおり、研究成果も豊
富にありますので、ぜひご相談ください。

企業への活動

共同研究をしたい
研究をお願いしたい
技術相談がしたい
先生を紹介してほしい
先生の研究会が知りたい
技術上の指導を受けたい

必要な技術があるかどうかわからない場合
は、まず、ご相談ください。ご相談内容について
は、本学の産学官連携教員が対応して、結果を
報告します。
（対応可能な場合、引き続き共同研究・受託研
究等で対応することとなります。）

民間企業、地方公共団体、独立行政

法人、特殊法人等の外部の機関より

研究経費を受入れて、対等の立場で

共同して行う研究で、お互いの契約

に基づき実施されます。

委託者（特に制限はありませ
ん）からの委託を受けて行う
研究で、経費は委託者が負担
し、お互いの契約に基づき実施
されます。なお、研究の成果は
委託者に必ず報告いたします。

本学の学術研究奨励等のために受入れる寄附金です。
受入れた寄附金は、寄附者の希望に基づき、本学の学
術研究奨励のために活用させていただきます。
なお、福島大学では、寄附金の私的経理は禁止してい
ます。個人が受けた寄附金および助成金も一旦大学に
寄附し、大学が経理する規則になっております。

技術相談について
共同研究について

奨学寄附金につい
て

受託研究について
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